
あすか信用組合 ＳＤＧｓ宣言

あすか信用組合は、国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の 

趣旨に賛同し、当組合の経営理念に基づき「時代の変化に適応しながら高い志 

をもち、多様なお客様に円滑な金融サービスを提供」することにより、地域の 

発展ならびに持続可能な社会の実現に努めてまいります。

「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」とは、2015年の国連サミットにおいて

採択された、持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。

「誰一人取り残さない」という理念のもと、2030年を達成年限とし、17の 

ゴールと169のターゲットから構成されています。



あすか信用組合のＳＤＧｓへの取組み

１．地域経済活性化への取組み 

・事業性評価に基づく中小企業への融資推進 

・創業支援 

・経営改善、事業再生支援（中小企業診断士との支援等） 

・事業承継、Ｍ＆Ａ支援 

・外国人事業者への融資推進 

・信用組合業界との連携 

２．地域環境保全への取組み 

・太陽光発電設備資金融資への取組み 

・クールビズの実施 

・営業用エコカー（ハイブリッド車等）の導入 

・ペーパーレス化の推進 

・ＬＥＤ照明導入による省電力化 

・有価証券運用におけるＥＳＧ投資 

・ディスクロージャー誌の植物インキ使用 

３．地域社会への貢献 

・外国人向け住宅ローンの推進 

・高齢者への金融サービス提供（年金定期） 

・多重債務者向けおまとめローンの取扱い 

・しんくみの日週間に実施する献血運動への参加 

・各種地域行事への参加 

・振込詐欺被害の未然防止 

・マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策 

・ＡＥＤの配置 

４．人材の育成 

・各種検定試験、資格取得の推進 

・職員研修制度の充実化 

・女性職員の活躍推進 

・働き方改革の推進 

・各種就業支援制度の整備（育児休業等） 

・教育ローンの推進 


